2007年度　練馬区退院促進支援事業　概要

１．事業名　『精神障害者退院支援ネットワーク構築事業』

２．実施主体　社会福祉法人練馬区社会福祉協議会　障害者地域生活支援センターきらら

３．目的

精神科病院に入院している精神障害者のうち、症状が安定し、受け入れ条件が整えば退院可能である者の退院促進を行う。退院後も安定した地域生活を実現し継続させるため医療機関、福祉関係機関と連携し、円滑に退院できる仕組みを構築し、もって地域保健・福祉の向上を図るものとする。

４．目標と活動の方向

（１）「退院促進支援事業」を活用して、地域から支援する。

①地域から情報を持っていく

· 地域と病棟の交流プログラムを定期的に行う

· 地域の社会資源を伝える

· 入院患者が何を知りたいかをキャッチし、伝える

· 具体的な地域生活のイメージ化を手伝う情報を提供する

　　②当事者が支援できるプログラムを作る

· 当事者のサポーターを養成する

· 当事者同士の交流の機会をもつ

· 当事者が同行支援する機会を作る

· 当事者が「支援者」として拡げる役割りを意識する

· 当事者が置かれている課題を共有できる

　　③協働できるネットワークを作る

· 多くの関係機関と事業を推進することによって地域基盤を変えていく

· 地域の社会資源と事業を協働して行う

· 病院の関係者と地域の資源や関係者をつなげる

· 病院の関係者と課題を共有すること

· お互いのサービス機能を明確にしていく
５．実施体制

主にコーディネーター（きららのスタッフ）が、病棟への説明、訪問を行い、地域生活サポーター養成講座に参加したサポーター（当事者、地域の社会資源のスタッフ）が協力し、共に病棟訪問や、きららのプログラム参加等に協力。

６．実績・成果　－その１－
　東京都の退院促進支援事業を受託し、区内３病院との連携を進めるとともに、地域の協力団体と協働体制を整えるなど区内の退院促進支援に取り組んだ。これらの取り組みが、病院関係者、入院患者、地域の協力団体の意識改革に結びついた。

	病院名
	病棟訪問､
打ち合せ等
	東京都事業対象者数
	左記以外の
支援対象者数
	計

	大泉病院
	23回
	２名
（含：退院2・再入院1）
	12名
（含：退院２名）
	14名

	慈雲堂内科病院
	16回
	５名（含：退院2）
	25名（含：退院１）
	30名

	陽和病院
	44回
	２名（含：中断1）
	18名
（含：退院１・死亡１）
	20名

	その他
（吉祥寺病院）
	２回
	１名
	０
	１名

	計
	85回
	10名
（含：退院4・再入院１・中断１）
	55名
（含：退院4・死亡１）
	65名
（含：退院8・再入院１・中断１・死亡１）


７．実績・成果　－その２－
　当事者が関係者の啓発に活躍した。

· 練馬区退院促進事業シンポジウム（参加者100人）
· 練馬区内関係者連絡会（会議参加者20人）
· ＯＴ（作業療法士）連絡会（参加者150人）

· 飯能市障害者課主催シンポジウム（参加者40人）
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